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一いま何がおこっているか一
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　副題rいま何がおこっているか」が示すとおり，本書

は，異常気象とは何であるのか，なぜ発生するのか，異

常気象が社会経済へどのような影響を及ぼすのか，対策

をどうするか，など，きわめてなまなましい話題をとり

あげている．

　最近とくに注目されている火山噴火やエル・二一ニョ

現象をはじめとする異常気象の要因をかみくだいて説明

してある．今後に予想される二酸化炭素の増加がもたら

す影響など，人間活動が気候を変えるという問題にもふ

れている．

　世界における食糧生産の現状と間題点の詳しい記述も

ある．ばくぜんと知っていたとはいえ，数字で明らかに

されると，いま日本は深刻な状態にあることを再認識さ

せられる．また異常気象に左右されるのは農業だけでな

く，ほとんどの産業で異常気象に対する脆弱性が大きく

なってきていることが具体的に示されている．

　さらに起こりうる天候の変動幅を評価して，経済活動

においてどのような対策をとるべきかを考慮する時代に

なったこと，最後には，専門家の説を紹介しながら日本

の長期天候予測について歯切れのよい記述がされてい

る．

　気候変動にかかわることを網羅した解説書としてよく

書かれているだけに，いくつかの図の説明が不十分だっ

たのは残念である．たとえば，何の等値線であるか，そ

の単位は何であるかが書かれていないものがある．しか

し「天気」の読者であれば，すぐに何を表しているか理

解できる程度のことなので心配はいらない．

　本書は4人の共著である．執筆者が多いので読みずら

いかと気にかけながら読みはじめたが取り越し苦労だっ

た．全体としてよくまとまっており，各章ごとに執筆者

が代わったことを意識せずに読み進むことができる．新

しい研究の成果が数多く紹介されており，異常気象につ

いての知識を整理するのに助けになる本でもある．一読

をおすすめしたい．

　なお各章の表題は次のとおりである．

　1．
2．

3．

4．

5．

異常気象時代に備える

世界天気図から異常気象をみる

海洋におきた異常現象

異常気象にゆらぐ農業

激化する異常気象

（青木孝）
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